
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

悪い者ですら、神の名の権威に勝るものはないと知っています。だか
ら私たちは祈れと言われています。自分の力ではできる訳がないが祈
るからできるのです。  天地万物も悪も私たちは制することができま
す。祈ることで必ず解決をもたらす奇跡を呼ぶのです。 
彼らは追放され、自分の人生を投げ出す人が好きなのです。(5:9,10)
場所にこだわったのは、この場所にいた人たちの罪の心がここにあっ
たからです。 
 ≪豚は世俗・罪の象徴である≫ （マルコ 5:11~13）
 豚は世俗・罪の象徴です。イエスを目の前にしても、この世のものに
目を向けてしまう私たちを意味しています。欲まみれになっている私
たちの象徴です。  
この世のもの、自分の欲を一番にして生きていると、自分の重みで沈
んでいのちを失ってしまいます。  

≪人々は何事が起こったのかと見にやって来た≫  
これは礼拝の状態です。異邦人伝道の始まりを意味しています。  
≪正気に返ってすわっている≫  
ヤーシャヴ「住む、どどまる」：創世記 4:16「エデンの東に住む」  
失敗した人がもう一度やり直せるという意味もあります（「ガダラ人の
地」→神殿の修復という意。）このように悪を制するときに宣教が起こ
り始めます。クリスチャンが自分の感情を制し悪と向き合っていくと
き、そこから宣教が起こるのです。 

　イエスが舟に乗ろうとされると、悪霊につかれていた人が、お供を
したいとイエスに願いました。 しかし、イエス様はお許しにならない
で、彼にこう言われました。「あなたの家、あなたの家族のところに帰 
り、主があなたに、どんなに大きなことをしてくださったか、どんな
にあわれんでくださったか を、知らせなさい。」 そこで、彼は立ち去り、
イエスが自分にどんなに大きなことをしてくださったかを、デカポリ
スの地方で言い広め始めました。人々はそれを聞いてみな驚いのでし
た。デカポリスは１０の都市が集められた都市です。その大きな都市
で福音が届けられたのです。イエス様がこの男のお供を許されなかっ
たのは、男の能力が足りないとか、ふさわしくないとか、そのような
事では無かったのです。イエス様が次に向かわれたのは十字架への道
でした。つまり男のお供を意味するのは、十字架にお供するという意
味だったのです。イエス様は十字架をたった一人で背負うために、男
にお供を許すことはしなかったのでした。これが私たちに向けられた
十字架の贖いなのです。
悪霊にとりつかれ、自分で自分を傷つけるしかなかった彼が神に仕え
るものに変えられていきました。私たちは回復するという希望がある
のです。悪に向き合い神に立ち返る時、奇跡が起きるのです。

 ≪イザヤ 52:1・61:3~4,6≫  
イザヤ書 52:1  
目覚めよ、目覚めよ。力をまとえ、シオンよ。あなたの美しい衣をまとえ、
聖なる都エルサレムよ。 無割礼 の汚れた者は、もう二度とあなたの中
に入っては来ない。 61:3 シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに 
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心 の代わりに賛美の
外套を着けさせるために。彼らは、義 の樫の木、栄光を現す、【主】
の植木と呼ばれる。 61:4 彼らは昔の廃墟を建て直し、かつての荒れ跡
を復興 し、廃墟の町々、代々の荒れ跡を一新する 61:6 しかし、あな
たがたは【主】の祭司と呼ばれ、われわれの神 に仕える者と言われる。 

神達 良子

来週の奉仕者
（２月１９日）

今週は…Ⅰサムエル 12:1～Ⅰサムエル14:52

　～リビングライフより～

「見るべきところ」「見るべきところ」

チャーチミーティング

（ ２０２３年２月５日 ） 

（要約者：泉水 京子）

木曜日のリビングライフでは「サウルへの油注ぎと 確信を与えるしるし ( サム
エル記 第一 10:1～16)」が語られました。
サムエルはサウルに油を注ぎ、主があなたを君主とされたと告げます。そして、
サウルがサムエルから去ろうとしたとき、神はサウルに新しい心を与えられま
す。預言者の一団がサウルの方にやって来ると神の霊が彼の上に下り、彼も預
言し始めます。そして「サウルも預言者の一人なのか」ということが、語りぐ
さになります。
　「神はサウルの心を新たにされた（９節）」とあります。それは個人的回心の
ことではなく、サウルが今まで知らなかった、主の介入によりなされる業と言
葉に対して開かれた態度がとれるようにされたのです。サウルは主の霊に捉え
られた存在になったのです。御霊の支配するところには自由があります。サム
エル記はこの事実を肯定的に報告しています。　
しかしサウルは、主の霊に委ねきり、そこから与えられる自由に生きず、自分
の心に自由に生きようとして、主の前に重大な罪を犯し、その祝福を受けられ
なくし、その王位から退けられていきます。神が心を新たにされた事実をどれ
だけ重く受け止めて行くか、そこにこれから生まれる王と王国の歴史がかかっ
ていました。神の歴史に対する介入と、神の言葉による導きに対し、心を開いて、
従う無垢な信仰こそ何より大切です。
また、サウルは｢サムエルの語った王位のことについては、叔父に話さなかった
（１６節）｣という最後の言葉はパウロの態度と好対象を示しています。これがサ
ウルの不信仰を示すものであったということを簡単にはいえませんが、２７節
で自分を侮った者に対しても沈黙を保ったサウルの態度から、主の心を第一と
しない後のサウルの姿が示されているかもしれません。私たちにも同じような
状況が起こり得ます。使命を委ねた者として、その使命を全うできるように、
自分の考えや価値観を捨てて、確信と力を与えてくださる神さまの愛を握って
歩みましょう。不安になっている私に手を差し伸べ、立ち上がらせてくださる
神さまに拠り頼み従いましょう。

牧 一穂 牧師
行司 佳世 伝道師
西嵜 芳栄 伝道師 
山本 洋子
a西嵜 真由美

  

　

2 月の誕生者

メッセージ：
司　　　会：
代 表 祈祷：
献　　　金：

　リンゴとスイカとバナナを積んだトラックがカーブを曲がる時に何
かを落としました。何でしょうか？
 →答え . スピードを落とす。リンゴとスイカとバナナなどが気になる
ところですが、カーブを曲がる前にはスピードを落とす事が大事です。
このように、私たちは多くの情報の中から目線をズラされてしまい本
当に大事なことに気づかないのです。 
1. 見ている目線 
私たちはその問題を見ないで別のものに目が向いてしまいます。人生
の小さな出来事に目が向いて本当に見なければならないものを見ない
のです。
2. レッテルを貼らない
私たちは隣の人と比較することでレッテルを貼り他者と見比べてしま
います。
私たちがしっかりと整理して因果関係を調べことが大事です。原因が
わかったらそれで諦めてしまうのではなく、どう対処するかを考えれ
ばいいのです。 
 

◎なぜ、こうなったんだろう?（問題を考える）
◎なぜ、こうなるんだろう?（不足に目を向ける・惨めになり諦める）
 ※この二つは似ているが、結果は全く違う結果になります。
私たちは失敗すると隠します。そして考えずに誰かに指を差してしま
います。
しかし、クリスチャンはこれをやめなければいけません。私たちは失
敗したときに「失敗しました。ごめんなさい。」と素直に神様の前に出
るだけです。その時初めて問題があったことを認めることができ、神
様が癒してくださるのです。これが神様と私たちの関係です。私たち
は自分で治せません。だからイエス様があなたの弱さを背負って十字
架にかかってくださったのです。 

 　「われわれの惨めなことを慰めてくれるただ一つのものは、気を紛
らすことである。しかしこれこそ、われわれの惨めさの最大のもので
ある。なぜなら、われわれが自分自身について考えるのを妨げ、われ
われを知らず知らずのうちに滅びに至らせるものは、まさにそれだか
らである。『パンセ断章 171』 
「惨めさ」の目的は、滅びにいたらせる為に考えることを止めさせるこ
とです。

 
　（マル 5:1）『こうして彼らは湖の向こう岸、ゲラサ人の地に着いた。』  
≪ゲラサ人≫ という言葉には「追い出す投げ出す」という意味がありま
す。それは（創世記 3:24）『こうして神は人を追放し、いのちの木へ
の道を守るために、ケルビムと、輪を描いて回る炎の 剣を エデンの園
の東に置かれた。』  という御言葉に由来します。
また「ゲラサ」ですがマタイには「ガダラ」と表記されています。意
味は神殿の修復という意味です（神様が修復する追放された人々）私
たちの心の中にも、まるで追い散らされ、荒れ果てた廃墟のようなこ
こがあります。イエスはその廃墟を立て直して下さるお方です。
  

≪墓場≫…人間のどん底に落ちていることを表しています。
≪イエスを迎えた≫…応戦する（歓迎ではない）
どん底に落ちていた人々は、イエスに応戦するように出迎えたのでし
た。そして3,4 節は同じことが繰り返されていて強調されています。
「鎖を持ってしてもつないでおくことができない悪霊にとりつかれた人
…。これはまさしく私たちの姿の象徴です。
イエス様を信じ礼拝も守る。イエス様と共にいたいと願う。
しかし、そのようにはいかない時があるのです。
まるで墓場のような状態である心があることを認めましょう。
そして「力では抑えられない。」私たちは  「石で自分のからだを傷つけ
ている」ような生活を送っているのです。（5:5）」 
私たちは自分を傷つけます。そうして最終的には自分が悪いんだ。自
分などいる価値がないんだ。
自分がこうだからだめなんだ。とこのように自分を傷つけていくので
す。

　悪は神の前に勝つことができません。罪の中に導く感情があったと
しても、私たちを礼拝に導く感情があるということこの箇所は表して
います。
「いと高き神の子、イエスさま」(5:7) 私たちは神の前に出ると、何が
悪かったかを教えられます。悪い心は善を知っているからです。  
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16:30~ASE

16:30~ASE

16:30~ASE 祈り

12 日   三村伸行   
13 日   全本みどり
             小根久保伸彦
14 日    加藤優子
             
             

6 日   佐々木芽生 
7 日   青木理江
           亀澤侑美

              
             

21 日   永井比和子
             太田幸子
22 日   舛田幸恵
23 日   山本麻美

               　 

3 日   牧李香
4日   天智誉主
           近藤帆風
           大澤正嗣

             
15 日  佐々木亜弥
16日   西嵜芳栄
19 日   那須澄雄
20 日   新開晶子
            

早天祈祷会6：00~

セル祈祷会

20：00~県北祈祷会

佐々木亜弥

舛田幸恵

河島稜

加藤優子

永井比和子 太田幸子

安田尚正 淺野祐稀

全本みどり

新開晶子

三村伸行

那須澄雄

山本信子

中島歩美

藤原大靖

淺野恵子

日名洋 平松由佳

西嵜芳栄

山本麻美

泉水敬子

 

 藤原祐子

横山菜月

佐藤沙紀

神様、私たちが御国がきますようにと願うなら、自分の目線を捨て、
やり方を変えることができるようにしてください。誰かが悪いの
ではなく、自分が未熟なことを受け取っていきます。
「私のやるべきことは何ですか？」自分の判断で行うのではなく、
聖書からしてはならないことを知り神様に聴いていくことが出来
ますように。そして、私の人生を通して、神様の栄光を見ること
ができますように！

：

年末の曽我菜々子さんの40日間チャレンジの証を見て、私も一つのチャ
レンジを年始から始めています。苦手だと思っていることだけど、きっ
と神さまが喜んでくださる、そして自分にとってもきっと意味があるは
ず…そう思って始めました。なんとか続けていたのですが、10 日過ぎ
た頃、1日できない日がありました。その時、「やっぱり自分はできない」
と思うと同時に、「このチャレンジを知っている人が、何て思うかな。あ、
今日やらなかったと思うかな。」と、人の目線を気にする自分がいました。
その時、神さまに「誰を見ているんだ？何が大切なのか？」と言われた
気がしました。神さまが喜んでくださるはずと思って始めたことなのに、
続けられない自分をダメだと思い、人の評価を気にする私の弱さが出て
いました。「そうだ…誰かの目線を気にするんじゃなくて、神さまが見
ていてくださる。そして何より、その時間が楽しくなっていたじゃない
か…」そう思い直し、神さまに感謝しました。すぐに誰かの目線や評価
を気にするのをやめ、大切なものを見分けることができるように目線を
神様に向け、チャレンジを楽しみたいと思います。自分の弱さを認め、
それを神さまの前に出し、それでもやり続けますと決断します。信じて
行う時に、神さまは喜びと感謝も与えてくださいます。

　『私は祈っています。あなたがたの愛が真の知識とあらゆる識別力に
よって、いよいよ豊かになり、あなたがたが、真にすぐれたものを見分
けることができるようになりますように。またあなたがたが、キリスト
の日には純真で非難されるところがなく、イエス・キリストによって与
えられる義の実に満たされている者となり、神の御栄えと誉れが現わさ
れますように。』（ピリピ1:9 -11）
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準 備 賛 美
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岩﨑 祥誉
日名 洋
眞砂 香和
a淺野 恵子
岡本 享子
李 雋英
牧 結果子
山本 麻美
唯恵 伝道師
神達 良子
高橋 奈津江
秋山 恭子
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聖 日 準 備
（ 消 毒 ）

食 事
片　付　け

：
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教会チーム

各　自

各　自

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

マルコ５ : １ ~ ２０　

惨めさ

マルコ 5:6 ～ 5

さいごに

異邦人伝道の始まり （マルコ 5:14~16）

想像VS意志

マルコ 5:2 ～ 5

ゲラサ人の地～あなたの役割で生きる～ 

見方を変える

私たちの回復（マルコ5:17~20）

 主　日　礼　拝 主　日　礼　拝

スペシャルサタデー

24 日    藤原大靖
25 日    藤原祐子
26 日    山本信子
              
              

           　 

あなたはどちらの国に生きるのかⅡ
 「御国が来ますように！！」

小根久保信彦

誕生者のお祝い
セル活動

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

ユース礼拝17：00~
サンデーキッズﾞ15：00~

ユース礼拝17：00~
サンデーキッズﾞ15：00~

ユース礼拝17：00~

ユース・サンデー
合同礼拝

（サミル冬季宣教）
てもて食と農のWS

てもて塾

逃走中

2月10日 (金 )~12日 (月 )サミル教会冬季宣教


